
な
ぜ
、
現
在
ま
で
差
別
が
続
い
て
い
る
の
で
す
か
？

な
ぜ
、
現
在
ま
で
差
別
が
続
い
て
い
る
の
で
す
か
？

第
一
に
、
１
８
７
１
（
明
治
４
）
年
に
明
治
政
府
は
い
わ

ゆ
る
「
解
放
令
」
を
発
布
し
、
江
戸
時
代
の
身
分
制
度
は
法

律
や
制
度
の
う
え
で
は
廃
止
さ
れ
た
も
の
の
、
翌
年
作
成
さ

れ
た
「
壬じ

ん
し
ん申
戸
籍
」
に
は
依
然
と
し
て
差
別
呼
称
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年
に
国
が

閲
覧
禁
止
通
達
を
出
す
ま
で
、
差
別
に
利
用
さ
れ
て
き
た

こ
と
。

第
二
に
、
明
治
政
府
が
被
差
別
部
落
の
人
々
に
、
よ
り
広

く
安
定
し
た
職
業
に
就
く
こ
と
を
保
障
す
る
具
体
的
な
施
策

を
と
ら
ず
、
厳
し
い
差
別
と
貧
困
の
中
で
、
社
会
的
地
位
の

向
上
を
阻
ま
れ
て
き
た
こ
と
。

第
三
に
、
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
現
憲
法
で
義
務
教
育
無

償
が
規
定
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１
９
６
０
年
代

に
被
差
別
部
落
の
人
々
を
中
心
と
し
た
闘
い
に
よ
っ
て
教
科

書
が
無
償
と
な
る
ま
で
、
差
別
と
貧
困
に
よ
り
学
校
教
育
を

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
が
非
常
に
多
か
っ
た
こ
と
。

第
四
に
、
日
本
社
会
は
近
代
的
な
市
民
社
会
の
性
格
を
求

め
つ
つ
も
、
社
会
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
封
建
的
な
「
家
」
意

識
に
基
づ
く
家
柄
・
格
式
を
重
ん
ず
る
考
え
方
が
残
り
、
上

下
関
係
や
支
配
・
服
従
関
係
を
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
。

第
五
に
、
日
本
人
の
精
神
風
土
の
中
に
、
個
人

の
自
由
意
思
を
基
盤
に
行
動
す
る
の
で
は
な
く
、

伝
統
や
習
慣
に
と
ら
わ
れ
た
り
、
昔
な
が
ら
の
迷

信
や
女
性
蔑
視
な
ど
の
不
合
理
な
偏
見
を
無
批
判

に
受
け
入
れ
た
り
し
て
し
ま
う
風
潮
や
け
が
れ
意

識
が
根
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
、
社
会
、
経
済
、
文
化
な
ど
の
諸
要
因
が
、「
同

和
」
問
題
を
現
在
ま
で
未
解
決
の
ま
ま
温
存
さ
せ
て
き
た
と

い
え
ま
す
。

　

●
明
治
の
解
放
令
と
壬
申
戸
籍

　

●
明
治
の
解
放
令
と
壬
申
戸
籍

　

明
治
政
府
は
、
西
欧
近
代
国
家
に
一
日
も
早
く
追
い
つ
く

た
め
に
、「
殖
産
興
業
」、「
富
国
強
兵
」
政
策
を
推
し
進
め
よ

う
と
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
封
建
的
な
諸
制
度
を
廃

止
し
、
経
済
活
動
を
活
発
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
中
で
、
１
８
６
９
（
明
治
２
）
年
に
は
江
戸
時
代
の

身
分
制
度
を
廃
し
、
貴
族
・
大
名
を
華
族
、
武
士
を
士
族
、

農
民
・
町
民
を
平
民
と
し
ま
し
た
（
四
民
平
等
）。

　

さ
ら
に
１
８
７
１
（
明
治
４
）
年
に
は
、
平
民
よ
り
低
い

身
分
の
呼
称
を
廃
止
し
、
身
分
と
職
業
が
平
民
と
同
様
に
扱

わ
れ
る
こ
と
を
宣
言
し
た
太
政
官
布
告
を
発
布
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
解
放
令
」
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
今
ま

で
の
身
分
制
度
は
、
法
律
や
制
度
の
う
え
で
は
な
く
な
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
「
解
放
令
」
は
、
被
差
別
部
落
の
人
々
に

対
す
る
生
活
の
向
上
を
実
質
的
に
保
障
す
る
具
体
的
施
策
を

何
も
伴
わ
な
い
、
形
式
的
・
表
面
的
な
も
の
で
し
た
。
逆
に
、

身
分
や
職
業
が
平
民
童
謡
と
な
っ
た
こ
と
で
地
租
そ
の
他
の

負
担
が
課
せ
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
専
業
と
さ
れ
て
き
た
部
落
産

業
へ
も
大
資
本
が
進
出
し
た
結
果
、
被
差
別
部
落
の
人
々
は

以
前
に
も
ま
し
て
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

一
方
、
国
民
の
間
に
も
解
放
令
反
対
を
要
求
の
中
に
掲
げ

た
農
民
一
揆
が
起
こ
っ
た
り
、
近
代
国
家
確
立
の
た
め
に

１
８
７
２
（
明
治
５
）
年
に
つ
く
ら
れ
た
、
我
が
国
初
め
て

の
全
国
的
な
戸
籍
、
い
わ
ゆ
る
「
壬
申
戸
籍
」
に
差
別
呼
称

が
記
載
さ
れ
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
被
差
別
部
落
に
対
す
る

差
別
意
識
は
根
強
く
残
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

●
迷
信
・
因
習

　

●
迷
信
・
因
習

　

非
科
学
的
か
つ
不
合
理
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
代

に
お
い
て
も
物
事
を
決
め
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
そ
の
判
断

基
準
と
し
て
根
強
く
残
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
迷
信
や
因
習

が
あ
り
ま
す
。
身
近
な
も
の
で
は
、
日
の
吉
凶
を
示
す
も
の

と
し
て
暦
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る「
六
曜
」や
干
支
に
よ
る「
ひ

の
え
う
ま
」
な
ど
の
迷
信
や
、「
清
め
塩
」
な
ど
の
因
習
が
あ

り
ま
す
。
自
分
に
直
接
か
か
わ
る
問
題
に
な
っ
た
と
き
、
こ

の
よ
う
な
迷
信
・
因
習
に
と
ら
わ
れ
る
考
え
方
が
、
差
別
意

識
の
解
消
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
人
権

わ
た
し
た
ち
の
人
権

だ
れ
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
侵
す
こ
と
の
で
き
な

い
当
然
の
権
利
こ
れ
が
『
人
権
』
で
す
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▼
清
和
短
歌
会

美
し
い
自
然
と
空
気
人
情
の

　
　

吾
れ
の
ま
わ
り
に
子
ら
の
声
な
く 

兼
瀬　

哲
治

隣
人
が
手
折
り
て
く
れ
し
バ
ラ
の
花

　
　

朝
の
挨
拶
良
き
こ
と
誘
う 

野
中
ま
ち
子

税
上
が
り
年
金
下
が
る
今
の
世
は

　
　

そ
こ
は
か
と
な
く
心
み
だ
る
る 

米
田　
　

定

▼
馬
見
原
酔
山
会

春
動
く
新
人
の
声
大
き
く
て 

渡
辺　

勝
子

愛
で
る
人
ま
た
入
れ
替
り
藤
の
花 

畑
野
フ
ミ
ヨ

ふ
ら
こ
こ
を
漕
ぐ
子
立
っ
た
り
座
っ
た
り 

岩
永　

周
子

▼
や
ま
な
み
の
会
「
山
脈
」

人
声
に
軽
鴨
の
子
の
隠
れ
け
り 

今
村　

芳
子

も
の
の
芽
の
一
つ
一
つ
に
神
宿
る 

赤
澤
冨
美
子

雪
解
水
た
ゝ
へ
て
ダ
ム
の
眩
し
か
り 

原
田　

和
子

講
演
で
ダ
ウ
ン
症
児
を
持
つ
親
の

　
　

心
境
を
聞
く
涙
流
し
て 

田
代　

エ
ミ

春
近
し
夜
明
け
早
ま
り
柔
ら
か
き

　
　

陽
ざ
し
に
草
木
芽
吹
き
初
め
た
り 

山
下　

弘
子

ノ
ー
マ
ル
の
タ
イ
ヤ
で
走
る
雪
道
は

　
　

ス
リ
ル
満
点
寿
命
も
縮
む 

本
田
健
二
郎

▼
通
潤
句
会

経
巻
を
運
び
し
国
の
黄
砂
か
な 

菊
池　

成
河

山
城
は
薩
摩
の
備
え
青
嵐 

中
村　

暢
子

臼
杵
路
の
み
佛
つ
つ
む
若
葉
光 

菊
池　

幸
子

６月の当番医
６月  1 日　そよう病院（電話83-1122）
６月  8 日　高田整形外科（電話72-1007）
６月 15日　坂本クリニック（電話72-0210）
６月 22日　伴 病 院（電話72-0029）
６月 29日　野 田 医 院（電話72-0307）

山都町の人口
〔平成26年４月30日現在〕

男　　8,079人  （－20）
女　　8,667人  （－20）
計　 16,746人  （－40）
世帯   6,714戸  （＋13）
※（　）は前月比
※最高齢は108歳〔女性１人〕
※平成26年４月の出生者数
　８人（今年の出生者数　21人）
※平成26年４月の死亡者数
　24人（今年の死亡者数　136人）

～ ６月ギャラリーのご案内 ～

「フォトサークル
山都写真展」

平成26年６月２日（月）　　
　　　　～30日（月）まで

水曜日定休日

　私達会員が、町内外を問
わずテーマも絞らず撮り歩
いた自然・景勝地・山林・
棚田・花などの写真を展示
します。（約 30点程）

【出展者】　　　　　　　
フォトサークル山都

山都町観光案内所

ギャラリー喫茶ギャラリー喫茶

ル ポ ンル ポ ン
  ☎７２－1０５４☎７２－1０５４

和
光
教
室
書
道
部
の
吉
良
美
也
子
さ
ん
（
下
市
）
作

先月まで綺麗に咲いていた春の花もなくなり、綺麗な新緑の
季節となりました。これまで春の植物が綺麗なのであまり気にも
していなかったこの新緑ですが、とある方に、「この時期の緑は
硬い感じではなくて、柔らかい優しい感じがする。」と言われ、
改めて見てみると本当にそうだなぁって思います。端から、「こ
れはこうだ！」と断定して物事を見るのではなく、柔軟に見てみ
ると、同じものでも結構違って見えてくるものだなと思い知らさ
れました。
話変わりまして、先日、自分の不摂生により発熱し四日間寝

込んでしまいました。取材などが連日続く時の四日間はあっとい
う間ですが、ただ家で安静にしている四日間は物凄く長く感じ、
「広報紙は今月間に合うのか！？」ばかりを気にしていました。
病は気からとよく言いますが心が病んでしまいそうでした（笑）。
こんな体験は二度としないよう、体調管理には気をつけます。そ
ろそろ梅雨時期に入ります。皆さま、ご自愛ください（㋟）。

前号の訂正とお詫び
４月 28 発行第 110 号の広報やまとにおいて誤りがあり

ました。関係各位には大変なご迷惑をおかけしました。お
詫びして訂正いたします。
○ 19 ページ　お知らせ版内「まちづくり事業補助金」
　（誤）募集期限　７月 26 日（金）
　　→（正）募集期限　５月 15 日（木）
○ 24 ページ　５月カレンダー
　（誤）13 日　御岳細部
　　→（正）13 日　御岳西部
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